
 第２回目となる会議を１１月９日（木）に実施しました。今回の主な議題は上半期を終えた「学

校運営上の成果と課題」「学校施設設備について」でした。校長より上半期の成果としてアフター

コロナの中、教育活動を計画通り順調に進め、児童たちが達成感を覚えながら学習や生活の中で成

長できていること、保護者や地域の皆さまの温かいご理解により学校を支えていただいていること

をお話しました。一方で、児童をとりまく状況は社会の急激な変化・転換期の中で、これまでと同

じ見通しでは大変厳しいことも共有しました。 

本校の大きな課題の一つ目として、「一人一人の個性を大切にする教育・支援の充実」について

協議しました。多様な価値観やご家庭の状況を踏まえながら、いかに個々に寄り添った教育活動・

学習支援を展開していくかということです。今年度のいじめ認知は４０件ほど確認し、状況を丁寧

に確認しながら指導を進め、多くが解決につながっています。全国学力調査や県学力状況調査の結

果からは、国語や算数の定着状況はどの学年においても県平均を下回り、さらなる授業改善を進め

学力向上に取り組まなければならいない実態を確認しています。個々の特性に応じた丁寧な指導の

工夫が必要であり、保護者のご理解をいただきながら進めていくことになります。学校運営協議会

の際には、各学年や特別支援学級、LD 通級指導の授業参観を設定し、学習指導について様々な視点

から意見をいただいており、「個に応じた丁寧な指導の充実推進」を確認しました。 

課題の二つ目として、「児童の豊かな成長のためには元気な先生が必要」について協議しました。

全国的に教職員の長時間勤務が報道されておりますが、本校も例外ではなく「働き方改革」は喫緊

の問題です。本校教員の時間外勤務は月平均２９時間を超えます。１０月調査では月８０～１００

時間の先生は３人を数え厳しい実態です。朝８：１０～夕方１６：４０までが勤務時間なのですが、

先生方は朝早く出勤し、夕方は退勤時間後も業務を続けています。児童の下校後から授業の準備を

始め、会議や保護者連絡、面談などを行うと２～３時間はあっという間に過ぎてしまいます。この

ことが日常的になると疲れがとれず、一番大切な「授業」に支障が出ることになります。協議の中

で、朝の開錠時間（児童昇降口が開けられる）が明確化されていないことについて貴重なご意見を

いただきました。保護者の仕事の都合かと思われますが、本校児童の中には朝７時前後に登校する

子が複数います。あらためて全保護者に状況確認し、必要に応じた策を検討すべきだ、という意見

です。保護者アンケート実施の 

際はご協力をお願いします。 

さらに施設充実や特別支援員 

の増員、小中連携した LD 通級 

教室の検討などのご意見をいた 

だきましたので、上記にあわせ 

町教育委員会へ報告いたします。 
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種市小校報 

第 １４５３ 号 

令和５年度 №１４ 11/30 木 

洋野町立種市小学校 

☎0194－65－2128 

児童数 ２１６名 

成果と課題を確認 学校運営協議会開催 

雪が降り冬本番。ポケットに手を入 
れて歩く児童を見かける度に注意 

しています。暖かい手袋着用を  



子どもたちの命を守るために        令和５年 12 月１日(金) 

種市小学校 安全教育担当 

  今年度も残すところ 50 日あまりとなりました。学校では日頃から子どもたちの大切な命を 

守るべく、子どもたちへの指導や安全に関する行事を実施しております。安全安心のために、 

保護者の皆様と共通理解を図りたいことが３点ありますので、ご確認をお願いします。 
 
(１)雪が降ってきたので、自転車乗りは禁止となります！ 

先週末に種市でも雪が降りました。雪が降ったら自転車乗りは来年度の 

交通安全教室が行われるまで禁止となります。キックボードなどの車輪が 

ついている乗り物も同様です。しまう前に親子で自転車の点検(メンテナンス) 

を最後に行っていただけるとよろしいかと思います。 
 

(２)気温・気候に合わせた服装を！ 

   日に日に寒さが増しています。登校の様子を見ると、薄着のまま校舎に 

入る子どもたちがちらほらいます。冬は、「ジャンバー、手袋、帽子」を 

身につけるよう準備をお願いします。寒さをしのぐだけでなく、転倒時の 

大きなけがを防止することにもつながります。 
 
(３)大きな災害に備えて…子どもたちの引き渡しはセシリアホール‼ 

 10 月の避難訓練では、大津波が起こったことを想定してオーシャンビュースタジアムに

避難をする練習を行いました。今年度は引き渡し訓練の実施は予定していませんが、災害発

生時にオーシャンビュースタジアムへ避難した後の引き渡しについては、以下の通りに実施

したいと考えています。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆学校で生活している時に、大津波警報が発令された場合 
 ↓ 

☆オーシャンビュースタジアムに避難し、地震や津波(津波の逆流)が収まるまで、待機 
 ↓ 

☆安全が確認でき次第、セシリアホールに移動 
 ↓ 

☆セシリアホールで保護者の皆様に引き渡し 

 (学校に提出している引き渡しカードに記載されている方も含む) 

＊津波から命を守るために「まず高いところに避難」という点を重視し、オーシャン
ビュースタジアムへの避難としました。 
＊しかしながら、オーシャンビュースタジアムは避難所としての機能が果たせない部
分があるため、安全が確保でき次第、セシリアホールに避難することになります。 
＊大きな災害があった場合の保護者の皆様への連絡は、町の防災無線やマチコミのメ
ールを活用いたします。日頃からマチコミメールの開封確認をお願いいたします。 


